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紹
　
介

泉
基
博
著

『十
訓
抄

の
敬
語
表
現
に

つ
い
て
の
研
究
』

米
　
田
　
達
　
郎

本
書
は
、
著
者
が
長
年
、
手
が
け
て
き
た

「十
訓
抄
』
の
敬
語
研
究
に
、　
一

応
の
区
切
り
を
つ
け
た
も
の
で
、
逐
次
発
表
し
て
き
た
論
文
を
中
心
に
ま
と
め

直
し
、　
一
冊
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は

「十
訓
抄
』
の
敬
語
表
現
を
解
明

す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
ま
ず

『十
訓
抄
』
編
者
の
敬
語
意
識
に
着
目
し
、

そ
れ
を

『十
訓
抄
』
の
敬
語
表
現
と
そ
の
出
典
の
敬
語
表
現
と
の
関
係
に
お
い

て
考
察
す
る
。
次
い
で
、
「意
味
。用
法
が
類
似
し
て
い
る
敬
語
の
せ
め
ぎ
あ
い
」

や
人
物
関
係
に
着
目
し
、
「十
訓
抄
』
の
敬
語
体
系
を
通
時
的
ｉ
（時
的
に
考
察

す
る
。
日
本
語
の
敬
語
研
究
は
、
従
来
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
研
究
が
進
め

ら
れ
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、
本
書
の
よ
う
に
書
き
手
の
敬
語
意
識

に
注
目
し
た
立
場
か
ら
の
研
究
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
貴
重
な
研
究
で

あ
る
と
い
え
る
。

本
書
は
、
第

一
章

「敬
語
意
識
に
つ
い
て
―
―

『古
事
談
』
と
の
対
照
に
つ

い
て
」
（付
論
コ
十
訓
抄
』
に
於
け
る
「古
事
談
の
訓
」
―
―
動
詞
を
中
心
に
し
、

第
二
章

「尊
敬
表
現
に
つ
い
て
」
（第

一
節

「せ

（さ
せ
）
給
ふ
・給
ふ
・る

（ら

る
）
―
―
地
の
文
を
中
心
に
」
／
付
論
１

「
『平
家
物
語
』
（地
の
文
）
の
敬
語

―
―
せ

（さ
せ
）
給
ふ
・給
ふ
。る

（ら
る
と

／
付
論
２

「
『宇
治
拾
遺
物
語
』

の
敬
語
―
―
地
の
文
の
尊
敬
語
」
／
第
二
節

「せ

（さ
せ
）
給
ふ
・
給
ふ
。
る

（ら
る
）
―
―
会
話
文
を
中
心
に
」
／
付
論

「
『平
家
物
語
』
（会
話
文
）
の
敬

語
―
―
せ

（さ
せ
）
給
ふ
。
給
ふ
。
る

（ら
る
ご

／
第
二
節

「彗
［
ウ
」
行
為

の
動
詞
」
／
第
四
節

「そ
の
他
の
問
題
し
、
第
二
章

「謙
譲
表
現
に
つ
い
て
」

（第

一
節

「補
助
動
詞

「聞
こ
ゆ
。
奉
る
ｏ
申
す
・
参
ら
す
ヒ

／
第
二
節

「そ

の
他
の
問
題
し
、
第
四
章

「丁
寧
表
現
に
つ
い
て
」
（第

一
節

「補
助
動
詞

「侍

り
。候
ふ
ヒ

／
第
二
節

「そ
の
他
の
問
題
し
、
以
上
四
章
で
構
成
さ
れ
る
。
中

で
も
、
著
者
の
方
法
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
の
は
第

一
章
と
第
二
章
で
あ
ろ
う
。

第

一
章
で
は
、
「古
事
談
』
の
説
話
を

「十
訓
抄
』
に
取
り
い
れ
る
際
に
な
さ

れ
た
敬
語
表
現
の
改
変
に
着
目
す
る
。
特
に
補
助
動
詞

「侍
り

。
候
ふ
」
の
二

語
を
取
り
上
げ
、
両
語
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
、
使
用
さ
れ
る
人
物
関
係
を
中

心
に
考
察
を
加
え
る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
語
の
敬
意
度
が
敬
語
史
の
流
れ

と
矛
盾
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
状
況
を

「十
訓
抄
』
編
者
独
自
の
敬
語
意

識
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
第
二
章
で
は
、
考
察
対
象
を
尊
敬
語
に
限
定
し
、
「意

味

・
用
法
が
類
似
し
て
い
る
敬
語
の
せ
め
ぎ
あ
い
」
や
人
物
関
係
に
留
意
し
な

が
ら
、
「十
訓
抄
」
の
尊
敬
語
の
敬
意
度
が

「せ

（さ
せ
）
給
ふ
・給
ふ
・る

（ら

る
と

の
順
に
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
状
況
を

『平
家
物
語
』
な
ど
に
お

け
る
尊
敬
語
の
使
用
状
況
と
も
比
較
し
、
敬
語
史
の
流
れ
に
沿
っ
て
い
る
こ
と

の
確
認
も
怠
ら
な
い
。
ま
た
、
「十
訓
抄
』
に
登
場
す
る
皇
族
に
対
し
て
使
用
さ

れ
る
尊
敬
語
を
、
奈
良
時
代
の
皇
族
と
平
安
時
代
の
皇
族
と
に
三
分
し
て
、
両

者
を
比
較
し
た
場
合
で
は
、
後
者
の
方
が
一
段
高
い
尊
敬
語
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。
著
者
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
人
間
の
理
想
像
を
平
安
時

代
に
強
く
求
め
よ
う
と
す
る

「十
訓
抄
』
編
者
の
敬
語
意
識
が
働
い
た
結
果
で

あ
る
と
論
じ
る
。

著
者
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
本
書
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
敬
語
語
彙
の

考
察
や
、
日
本
文
化
史
と
の
関
連
で

『十
訓
抄
』
の
敬
語
表
現
を
考
察
す
る
こ

と
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
た
が
、
昨
年

（
一

九
九
八
年
）

一
二
月

一
日
、
急
逝
さ
れ
た
。
五
五
歳
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

（
一
九
九
八
年
七
月
二
〇
日
発
行
、
笠
間
書
院
刊
、
二
九

一
頁
、
本
体
価
格
七

五
〇
〇
円
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


